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６
　
遺
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代
　
七
世
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半
―

一
〇
世
紀
中
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
保
Ｂ
遺
弥
は
庄
川
水
系
の
扇
状
地
に
お
け
る
自
然
堤
防
上
の
末
端
に
立
地

す
る
。
調
査
は
回
場
整
備
に
伴
い
、　
一
九
九
六
年
度
以
来
継
続
的
に
実
施
し
、

調
査
面
積
は
約
二
三
九
〇
〇
♂

に
及
ぶ
。

こ
の
遺
跡
は
、
長
期
に
わ
た

り
存
続
し
た
官
衛
的
な
遺
跡
で

あ
る
が
、
人
世
紀
前
半
以
降
で

は
、
西
南
か
ら
東
北
方
向
に
流

動

れ
、
遺
跡
内
で
東
南
方
向
に
大

石

き
く
屈
曲
す
る
水
路
が
整
備
さ

れ
た
他
、
遺
跡
の
中
央
北
部
で

は
掘
立
柱
建
物
群
が
、
そ
し
て
東
部
で
は
船
着
場
や
倉
庫
群
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
水
上
交
通
を
介
し
た
物
流
の
拠
点
的
な
機
能
を
有
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
水
路
は
、　
一
部
に
不
自
然
な
連
結
部
分
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
流
路

に
人
工
的
な
整
備
が
施
さ
れ
た
可
能
性
が
窺
え
る
。
ま
た
そ
の
下
流
は
、
遺
跡

の
東
方
を
流
れ
る
祖
父
川
に
連
結
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
水
上

ル
ー
ト
は
周
辺
地
理
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
遺
構
群
は
九
世
紀
前
葉
頃
ま
で
存
続
す
る
が
、
こ
の
時
期
の
出
土

遺
物
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
暗
文
土
器
や
帯
金
具
な
ど
の
他
に
、
「案
調
」

「案
鳥
」
「津
三
」
「林
前
」
「林
家
」
「足
家
」
「大
家
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨

書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
ち
な
み
に

「柔
調
」
墨
書
に
つ
い
て
は
、
税
関
連

と
す
る
意
見
の
他
、
柔
主
と
い
う
役
職
名
と
人
名

（調
氏
）
と
の
複
合
と
す
る

意
見
と
に
分
か
れ
る
が
、
当
方
は
後
者
と
考
え
た
い
。

ま
た
、
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
歴
史
地
理
的
な
面
で
も
注
目
す
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
越
中
国
幅
波
郡
に
属
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
郡
域
内
で
は
幅
波
郡
衛

（小
矢
都
市
道
林
寺
遺
跡
？
じ
か
ら
は
最
も
遠

隔
地
に
立
地
す
る
反
面
、
越
中
国
府
な
ど
の
推
定
地
で
あ
る
高
岡
市
伏
木
地
区

へ
は
逆
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
た
る
。
ま
た
、
伏
木
地
区
と
当
遺
跡
と
は
、
自

然
河
川
や
上
述
の
水
路
で
連
結
し
て
お
り
、
両
地
間
は
水
上
で
の
往
来
が
可
能

な
環
境
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
立
地
環
境
や
、
遺
豚
が
官
衛
的
な
様
相
を
呈
し
、
か
つ
物
流
の
拠
点
的
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な
役
割
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
遺
跡
は
、　
一
時

的
な
り
と
も
、
幅
波
郡
衛
の
別
院
的
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。

木
簡
は
、
水
路
の
河
底
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
特
に
年
紀
の
記
載
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
土
層
か
ら
は
人
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
前
葉
ま
で
の
年
代
と
判
断
さ

れ
、
上
述
の
遺
構
群
や
墨
書
土
器
な
ど
と
同
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
〔舟
ヵ
〕

□
□
□
□

□
置
取
人

・
　

十
九

四
斗
□

　

　

（届
×
Ｏ
Ｘ
∞
霞

木
簡
は
上
下
と
左
側
を
欠
損
し
て
お
り
、
原
形
を
と
ど
め
て
は
い
な
い
。
表

面
に
は
人
名
と
も
と
れ
る
文
字
が
あ
り
、
裏
面
に
は

「
四
斗
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
米
な
ど
に
関
係
す
る
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た
い
。
　

　

（根
津
明
義
）
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掘立柱建物跡

遺構図 (98年度第13次調査終了時点)




